




 正常及び DMP 発症マウス由来筋芽細胞の培養条件の検討、並びに発生分化過

程の形態を観祭比較し、さらに継代培養も試みた。

<方法・材料>

 C57BL 系マウス(1～2 ケ月令)大腿部に 20%減菌食塩水を注入し 3 日後の再生

筋を消化時にトリプシン酵素濃度、温度、時間の各々を変えて生細胞の最も多

い条件を探した。またゼラチンコートしたシャーレと未処理シャーレに細胞数、

1×10 5 cel1s/ml の割合で植込み、37℃の炭酸ガスインキュベーター内で培養

し増殖の度合を観察した。


